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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源が取り付けられた板状のフレーム部を有する光源ユニットと、
　底面部と側面部とを有した凹部であって、前記側面部の先端部を開口縁とした開口部が
形成され、前記フレーム部により前記開口部が塞がれた状態で前記光源ユニットを取り付
けた凹部と、
　前記底面部と対向した板部と、前記板部の対になる一対の側辺の各々から前記底面部ま
で延びると共に側方に電線保持空間を有する側部とを有し、前記底面部に設置された台部
と
を備え、
　前記台部は、
　前記光源ユニットと当接する照明器具。
【請求項２】
　光源が取り付けられた板状のフレーム部を有する光源ユニットと、
　底面部と側面部とを有した凹部であって、前記側面部の先端部を開口縁とした開口部が
形成され、前記フレーム部により前記開口部が塞がれた状態で前記光源ユニットを取り付
けた凹部と、
　前記底面部と対向した板部と、前記板部の対になる一対の側辺の各々から前記底面部ま
で延びると共に側方に電線保持空間を有する側部とを有し、前記底面部に設置された台部
と
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を備え、
　前記台部は、
　前記一対の側辺の少なくとも一方の側辺から前記側面部に向かって突出しており、前記
電線保持空間に配線された電線を保持した電線保持部を有する照明器具。
【請求項３】
　前記電線保持部は、
　前記底面部に向かって傾斜している請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記電線保持部は、
　前記開口部から前記底面部に向かう取付方向に弾性力を有している請求項２または請求
項３に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記台部は、
　前記底面部と、前記側部と、前記板部とにより囲まれた空間に前記凹部の内部に配線さ
れた電線を保持した請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項６】
　光源が取り付けられた板状のフレーム部を有する光源ユニットと、
　底面部と側面部とを有した凹部であって、前記側面部の先端部を開口縁とした開口部が
形成され、前記フレーム部により前記開口部が塞がれた状態で前記光源ユニットを取り付
けた凹部と、
　前記底面部と対向した板部と、前記板部の対になる一対の側辺の各々から前記底面部ま
で延びると共に側方に電線保持空間を有する側部とを有し、前記底面部に設置された台部
と、
　前記板部に取り付けられ、前記開口部から前記底面部に向かう取付方向に弾性力を有し
た板バネと
を備え、
　前記光源ユニットは、
　前記フレーム部から取付方向に立ち上がった立上げ部であって孔が形成された立上げ部
を備え、
　前記板バネは、
　前記孔に挿入されており、前記フレーム部を取付方向に引き付けている照明器具。
【請求項７】
　光源が取り付けられた板状のフレーム部を有する光源ユニットと、
　底面部と側面部とを有した凹部であって、前記側面部の先端部を開口縁とした開口部が
形成され、前記フレーム部により前記開口部が塞がれた状態で前記光源ユニットを取り付
けた凹部と、
　前記底面部と対向した板部と、前記板部の対になる一対の側辺の各々から前記底面部ま
で延びると共に側方に電線保持空間を有する側部とを有し、前記底面部に設置された台部
と
を備え、
　前記底面部と前記フレーム部との各々は、
　長手方向に延びた形状であり、
　前記光源ユニットは、
　前記光源を点灯させる点灯装置が前記フレーム部の長手方向の中央部に設置され、
　前記台部は、
　少なくとも第１の台部と、第２の台部と、第３の台部とを備え、
　前記第１の台部と前記第２の台部との各々は、
　前記底面部の長手方向の両側の端部の各端部と前記底面部の長手方向の中央部との間に
設けられ、
　前記第３の台部は、
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　前記底面部の長手方向の中央部に設けられ、前記板部と前記点灯装置とが接している照
明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源が実装された長尺状の光源ユニットを取り付けた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長尺状に形成された光源ユニットと、この光源ユニットの一部が収納される長尺状の凹
部を有する器具本体とを備え、天井などの被取付部に取り付けられる照明器具がある。
　この光源ユニットは凹部に収納される側に電源を有しており、器具本体は凹部の開口と
反対の面である底面部が被取付部にボルトのような取付具により固定されている。この凹
部には、凹部の底面部に設けられた穴から引き込まれ、端子台を介して電源に接続される
商用電源線も収容されている。
　また、凹部の内側において商用電源線と干渉しないように、電源が短手方向において一
方側に寄せられ、ケーブル用スペースを広くしているものがある。このケーブル用スペー
スは、照明器具を長手方向へ連結した場合における隣接する照明器具への送り配線用ケー
ブルの収容にも有効である（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－０７８５１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の照明器具では、商用電源ケーブルや配線用ケーブル
などの電源ケーブルは、凹部と光源ユニットとの間に挟まれているだけである。そのため
、光源ユニットを取り付けるときに、電源ケーブルが垂れ下がり、光源ユニットと器具本
体の凹部開口との間に電源ケーブルを挟んでしまう虞があるという課題がある。
　また、複数の電源ケーブルや径が大きいケーブルをケーブル用スペースに収容しようと
すると、収容しきれずに他部材と干渉する、あるいはケーブル保持部材がケーブルに押さ
れてはずれる、光源ユニットを外側へ押してしまい光源ユニットが所定位置に取り付けら
れないといった課題がある。
【０００５】
　本発明は、器具本体に光源ユニットを取り付ける際に、電源ケーブルとの干渉を抑制す
ることができる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る照明器具は、光源が取り付けられた板状のフレーム部を有する光源ユニッ
トと、底面部と側面部とを有した凹部であって、前記側面部の先端部を開口縁とした開口
部が形成され、前記フレーム部により前記開口部が塞がれた状態で前記光源ユニットを取
り付けた凹部と、前記底面部と対向した板部と、前記板部の対になる一対の側辺の各々か
ら前記底面部まで延びると共に側方に電線保持空間を有する側部とを有し、前記底面部に
設置された台部とを備えた。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る照明器具によれば、底面部と対向した板部と、板部の対になる一対の側辺
の各々から底面部まで延びると共に側方に電線保持空間を有する側部とを有し、底面部に
設置された台部を備えたので、器具本体に光源ユニットを取り付ける際に、電源ケーブル
との干渉を抑制することができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１における照明器具を示す斜視図。
【図２】実施の形態１における照明器具の分解斜視図。
【図３】実施の形態１における光源ユニットの斜視図。
【図４】実施の形態１における光源ユニットの分解斜視図。
【図５】実施の形態１における器具本体の分解斜視図。
【図６】実施の形態１における器具本体の平面図、すなわち図２におけるＡ矢視図。
【図７】実施の形態１における台部の斜視図。
【図８】実施の形態１における器具本体の断面図、すなわち図６におけるＢ－Ｂ断面図。
【図９】実施の形態１における照明器具の配線方法に関する図。
【図１０】実施の形態１における台部の変形例を示す図。
【図１１】実施の形態１における台部の変形例を示す図。
【図１２】実施の形態２における台部の斜視図。
【図１３】実施の形態２における器具本体の断面図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、以下に説明する実施
の形態によって本発明が限定されるものではない。また、以下の図面では各構成部材の大
きさの関係が実際のものとは異なる場合がある。また、実施の形態の説明において、上、
下、左、右、前、後、表、裏といった方向あるいは位置が示されている場合、それらの表
記は、説明の便宜上、そのように記載しているだけであって、装置、器具、部品等の配置
や向き等を限定するものではない。また、便宜上、天井面側、すなわち被取付面側を上面
側あるいは取付側とし、床面側、すなわち被取付面と反対側を下面側あるいは照射側とし
て説明を行う。
【００１０】
　実施の形態１．
＊＊＊構成の説明＊＊＊
　本実施の形態における照明器具１の構成について説明する。
　本実施の形態では、照明器具１の一例として天井などの被取付部５００に取り付けられ
るトラフ型の照明器具について説明を行う。
【００１１】
　図１は、本実施の形態における照明器具１を示す斜視図である。
　図２は、本実施の形態における照明器具１の分解斜視図である。
　図１及び図２に示すように、照明器具１は、長尺に形成された光源ユニット１００と、
被取付部５００に設置され、光源ユニット１００が取り付けられる器具本体２００とを備
えている。
【００１２】
＜光源ユニット１００の説明＞
　図３は、本実施の形態における光源ユニット１００の斜視図であり、（ａ）は上方から
見た斜視図、（ｂ）は下方から見た斜視図である。
　図４は、本実施の形態における光源ユニット１００の分解斜視図である。
　図３及び図４に示すように、光源ユニット１００は、複数のＬＥＤ１１１と複数のＬＥ
Ｄ１１１が実装されている基板１１２とからなる発光体１１０と、発光体１１０が取り付
けられるフレーム部１２０と、発光体１１０を覆うようにフレーム部１２０に取り付くカ
バー１３０とを備える。カバー１３０は、発光体１１０から照射される光を拡散制御する
。また、光源ユニット１００は、カバー１３０の端部を覆う光源蓋１４０と、器具本体２
００に固定されるための連結金具１５０と、発光体１１０を点灯させる点灯装置１６０と
を備える。
【００１３】
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　発光体１１０は複数のＬＥＤ１１１と複数のＬＥＤ１１１を実装する基板１１２を有し
ており、照明器具１の長手方向と略同等となるよう長尺に形成されている。また、複数の
ＬＥＤ１１１は基板１１２の長尺方向へ並ぶよう配設されている。
　なお、基板１１２は、リジットタイプでもフレキシブルタイプでもよい。また、基板１
１２に実装される発光素子は、ＬＥＤ１１１に限らず、ＬＥＤ以外の発光素子、具体的に
は、有機ＥＬあるいはレーザといった発光素子を用いてもよい。
【００１４】
　フレーム部１２０は、光源が取り付けられた板状を有し、長尺状に形成されている。フ
レーム部１２０は、発光体１１０が取り付けられる略矩形状をしたフレーム正面部１２１
と、フレーム正面部１２１の長手方向の両側辺から垂直に突出したフレーム側面部１２２
とを備える。
【００１５】
　カバー１３０は、フレーム部１２０同様に長尺状に形成されている。カバー１３０は、
フレーム部１２０のフレーム側面部１２２に係り合いをするカバー爪部１３１を備える。
また、カバー１３０は、カバー爪部１３１のフレーム正面部１２１の側の端部よりフレー
ム正面部１２１の内側へ形成された反射部１３２と、カバー爪部１３１のフレーム正面部
１２１の側の端部よりフレーム正面部１２１の外側へ形成された水平部１３３と、水平部
１３３の端部から発光体１１０を覆うように略円弧形状をした拡散部１３４とを備える。
　なお、カバー１３０はアクリル、ポリカーボネートといった樹脂部材により形成されて
いる。
【００１６】
　光源蓋１４０は、カバー１３０の水平部１３３及び拡散部１３４と、フレーム部１２０
のフレーム正面部１２１とから構成される端面開口に嵌まり込み、その端面開口を塞いで
いる。
　なお、光源蓋１４０もポリカーボネートといった樹脂部材から形成されている。
【００１７】
　図３に示すように、連結金具１５０は、略Ｌ字形状をしており、フレーム部１２０に固
定される連結金具固定部１５１と、図２の器具本体２００に配設されたバネ部２３０と係
り合いする係合開口部１５３とが形成された連結部１５２を有している。
　連結金具１５０は、フレーム部１２０から取付側、すなわち取付方向に立ち上がり、孔
である係合開口部１５３が形成された立上げ部の一例である。また、後述する器具本体２
００が有するバネ部２３０は、孔である係合開口部１５３に挿入され、フレーム部１２０
を取付方向に引き付ける。
【００１８】
　また、図３に示すように、点灯装置１６０は、フレーム正面部１２１の発光体１１０が
取り付けられた面の反対側の面に固定される。光源を点灯させる点灯装置１６０は、フレ
ーム部１２０の長手方向の略中央部に設置される。
　点灯装置１６０は、図２に示す器具本体２００に設置された端子台２５０を介して商用
電源からの電力を発光体１１０に供給し、発光体１１０を点灯させる。点灯装置１６０は
、図示しない電源回路が内蔵され長尺形状をした電源本体部１６１と、図６に示す端子台
２５０の端子台接続部２５２と接続する電源接続部１６２とを備えている。電源接続部１
６２は、電源電線１６２ａと、電源電線１６２ａの先端に設けられ、図６の端子台接続部
２５２の端子台コネクタ２５２ｂと接続する電源コネクタ１６２ｂとを備えている。
【００１９】
＜器具本体２００の説明＞
　図５は、本実施の形態における器具本体２００の分解斜視図である。
　図６は、本実施の形態における器具本体２００の平面図、すなわち図２におけるＡ矢視
図である。
　図７は、本実施の形態における台部２４０の斜視図である。
　図８は、本実施の形態における器具本体２００の断面図、すなわち図６におけるＢ－Ｂ
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断面図である。
【００２０】
　器具本体２００は、長尺に形成される。器具本体２００は、光源ユニット１００の一部
が挿入される凹部２１０と、凹部２１０の長手端部を塞ぐよう取り付けられる器具蓋部２
２０とを備える。また、器具本体２００は、凹部２１０に配置され光源ユニット１００を
固定するバネ部２３０と、バネ部２３０を凹部２１０に固定する台部２４０と、端子台２
５０とを有している。
【００２１】
　凹部２１０は、底面部２１１と側面部２１２とを有する。また、凹部２１０は、側面部
２１２の先端部を開口縁とした開口部２１３が形成され、フレーム部１２０により開口部
２１３が塞がれた状態で光源ユニット１００を取り付ける。以下に凹部２１０について詳
しく説明する。
　凹部２１０は、図５および図８に示すように、短手方向断面において一辺が開口した開
口部２１３となっている略四角形状である。凹部２１０は、被取付部５００に当接し固定
される底面部２１１と、底面部２１１の短手方向の各両端より被取付部５００と反対方向
に対になるように突設した側面部２１２とを備える。側面部２１２は、長手方向へ連続し
て形成されている。
　また、図５および図６に示すように、底面部２１１は、器具本体２００を被取付部５０
０に固定するための一対の固定孔２１１ａＡと一対の固定孔２１１ａＢとを有する。また
、底面部２１１は、器具本体２００の外部から電源電線を引き込むための電源孔２１１ｂ
を有している。一対の固定孔２１１ａＡは、器具本体２００を被取付部５００に取り付け
るための取り付け用の穴であり、一方の固定孔２１１ａＡはダルマ穴である。一対の固定
孔２１１ａＡは、例えば、９００ｍｍの間隔を有して形成される。一対の固定孔２１１ａ
Ｂは、器具本体２００を被取付部５００に取り付けるための取り付け用の穴であり、例え
ば、７２０ｍｍの間隔を有して形成される。
【００２２】
　器具蓋部２２０は、図５に示すように、凹部２１０の長手端面に配設される器具蓋本体
部２２１と、凹部２１０の開口部２１３の一部を覆うように配設される光源受部２２２と
を有している。
　また、器具蓋本体部２２１には複数の器具本体２００を長手方向に連結させたときに、
電線などを挿通させるための連結孔２２１ａが形成されている。連結孔２２１ａはノック
ダウン式などにより形成されており、ペンチなどでねじることで、容易に取外しすること
ができる。
【００２３】
　バネ部２３０は、連結金具１５０の係合開口部１５３に挿入され係り合いする円弧状の
バネ円弧部２３１と、台部２４０に固定されるバネ固定部２３２とを有している。バネ部
２３０は、台部２４０の板部２４３に取り付けられ、開口部２１３から底面部２１１に向
かう取付方向に弾性力を有した板バネである。すなわち、バネ部２３０は、上下方向に弾
性力を有している。
【００２４】
　台部２４０は、図８に示すように、底面部２１１に設置される。台部２４０は、短手方
向の両端部２４３１を有している。両端部２４３１は、板部２４３の対になる一対の側辺
の例である。台部２４０は、底面部２１１と対向した板部２４３と、両端部２４３１から
底面部２１１まで延びた一対の側部２４２と、両端部２４３１の少なくとも一端部から側
面部２１２に向かって突出した電線保持部２４４とを有する。電線保持部２４４は、凹部
２１０の内部に配線された電線５０を保持している。本実施の形態では、電線保持部２４
４は両端部２４３１の各々から突出して形成されている。
　なお、台部２４０はバネ取付台ともいう。また、台部２４０の板部２４３は台部受部と
もいう。以下に台部２４０について詳しく説明する。
【００２５】
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　台部２４０は、図７に示すように、略ハット型形状をしている。台部２４０は、底面部
２１１に固定される台部脚部２４１と、台部脚部２４１から被取付部５００と反対方向に
立ち上った側部２４２と、側部２４２の端部より底面部２１１と略平行に形成された板部
２４３とを備える。また、台部２４０は、板部２４３の側方に台部脚部２４１と対面する
ように設けられた電線保持部２４４を有している。
　また、板部２４３は、バネ部２３０のバネ固定部２３２が挿し込まれるスリット部２４
３ａと、バネ固定部２３２がスリット部２４３ａに挿し込まれた後にネジなどにより固定
するバネ固定孔２４３ｂとが形成されている。
【００２６】
　台部２４０は、図８に示すように、台部脚部２４１、側部２４２、電線保持部２４４、
および凹部２１０の側面部２１２で囲まれたケーブル保持空間９００に電線５０を保持す
るものである。電線５０は、開口部２１３の側から電線保持部２４４を押し込みケーブル
保持空間９００に挿入される。ケーブル保持空間９００は電線保持空間の例である。つま
り、台部２４０は、底面部２１１と対向した板部２４３と、板部２４３の対になる一対の
側辺（即ち、両端部２４３１）の各々から底面部２１１まで延びると共に側方に電線保持
空間（即ち、ケーブル保持空間９００）を有する側部２４２とを有し、底面部２１１に設
置されている。
【００２７】
　電線保持部２４４は、底面部２１１に向かって傾斜している。また、電線保持部２４４
は、開口部２１３から底面部２１１に向かう取付方向に弾性力を有している。すなわち、
電線保持部２４４は、板部２４３の側辺から台部脚部２４１の側へ傾斜した形状であり弾
性を有している。よって、電線５０がケーブル保持空間９００に挿入される場合は、電線
保持部２４４の傾斜がガイドとなり挿入されやすい。また、電線５０がケーブル保持空間
９００に挿入された後は、電線保持部２４４は弾性変形しにくく、電線５０が引っ掛かり
、外れ難い形状になっている。
　また、台部２４０は、台部脚部２４１および側部２４２をそれぞれ対になるように形成
されている。台部２４０は、この対になる台部脚部２４１および側部２４２により底面部
２１１に固定されていることで、ケーブル保持空間９００に電線５０を挿入するときおよ
び挿入された状態において、電線５０に台部２４０が押されて底面部２１１からはずれて
しまうことを防いでいる。
【００２８】
　図５及び図６に示すように、台部２４０は、少なくとも第１の台部２４０ａと、第２の
台部２４０ｃと、第３の台部２４０ｂとを備える。第１の台部２４０ａと第２の台部２４
０ｃとの各々は、底面部２１１の長手方向の両側の端部の各端部と底面部２１１の長手方
向の中央部との間に設けられる。また、第３の台部２４０ｂは、底面部２１１の長手方向
の中央部に設けられ、第３の台部２４０ｂの板部２４３と点灯装置１６０とが接する。
　すなわち、台部２４０は、器具本体２００の長手方向において少なくとも３ヶ所に配設
されている。この３ヶ所に配設された台部２４０のうち、各端部側に配置された２つ（第
１の台部２４０ａと第２の台部２４０ｃ）にはバネ部２３０が取り付けられている。略中
央に配置された台部２４０（第３の台部２４０ｂ）にはバネ部２３０は取り付けられてお
らず、光源ユニット１００の点灯装置１６０の一部と当接する。このように、台部２４０
が点灯装置１６０の一部と当接することにより、光源ユニット１００が凹部２１０の内側
へ入り込み過ぎることを防いでいる。つまり、略中央に配置された台部２４０は、光源ユ
ニット１００が長手方向両端部のバネ部２３０により凹部２１０へ引っ張られ、光源ユニ
ット１００中央部が器具本体２００の側に反るように変形するのを抑制するソリ防止金具
である。したがって、ソリ防止金具である第３の台部２４０ｂには、バネ部２３０が取り
付けるためのスリット部２４３ａとバネ固定孔２４３ｂとは形成されていない。なお、第
３の台部２４０ｂが第１の台部２４０ａや第２の台部２４０ｃと同様の形状であってもよ
い。
【００２９】
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　端子台２５０は、外部から引き込まれた電源電線が接続され、点灯装置１６０に電力を
供給するものである。端子台２５０は、凹部２１０の底面部２１１に固定されており、電
源孔２１１ｂから引き込まれた電源電線と接続し、商用電源から供給される電力を光源ユ
ニット１００に供給する。
　端子台２５０は図５に示すように、矩形箱状に形成された端子台本体部２５１と、点灯
装置１６０に電気的に接続する為の端子台接続部２５２とを備えている。端子台接続部２
５２は、端子台電線２５２ａと、端子台電線２５２ａの先端に設けられた端子台コネクタ
２５２ｂとを有している。また、端子台本体部２５１は、外部から引き込まれた電源ケー
ブルが接続される入力部２５１ａと、入力された電力を隣接する照明器具などの外部へ出
される電源ケーブルが接続されている出力部２５１ｂとを有している。
【００３０】
＜照明器具１の被取付部５００への取り付け方法について＞
　次に、照明器具１を被取付部５００に取り付ける方法を説明する。
（１）はじめに、器具本体２００を被取付部５００に固定する。器具本体２００は、凹部
２１０の底面部２１１が被取付部５００の側になるよう配置され、固定孔２１１ａを介し
て固定具により固定される。このとき、電源孔２１１ｂより外部から電源電線を引き込み
端子台２５０の入力部２５１ａに接続させる。
（２）次に、器具本体２００に配設されたバネ部２３０のバネ円弧部２３１の先端を、光
源ユニット１００の連結金具１５０の係合開口部１５３に引っ掛ける。このとき、電源接
続部１６２と端子台接続部２５２とが接続される。
（３）次に、光源ユニット１００の一部が器具本体２００の凹部２１０内側に挿入される
ように、光源ユニット１００を器具本体２００の側へ押し込む。
　このとき、バネ円弧部２３１が係合開口部１５３の縁部を摺動してバネ部２３０が光源
ユニット１００を器具本体２００の側へ引き込むとともに、光源ユニット１００が器具蓋
部２２０の光源受部２２２に当接して光源ユニット１００が器具本体２００に固定される
。また、連結金具１５０の連結部１５２の先端が台部２４０の板部２４３と接触し、光源
ユニット１００が凹部２１０の内側へ入り込み過ぎることを防いでいる。つまり、長手方
向両端部の側の２つの台部２４０は、光源ユニット１００の凹部２１０の内側における位
置決め機能を有している。また、略中央に配置された台部２４０と、光源ユニット１００
の点灯装置の電源本体部１６１とが接触し、光源ユニット１００の反りを抑制している。
　なお、本実施の形態では一例として天井を被取付部５００として説明しているが、被取
付部５００は天井に限るものではなく、レースウェイといった構造体であってもよい。
【００３１】
＜連結された器具本体の配線について＞
　図９は、本実施の形態における照明器具１の配線方法に関する参考図である。
　照明器具１を連結する際の配線方法について、図９を用いて説明する。
　図９は、器具本体２００Ａの両側に隣接して器具本体２００Ｂ，２００Ｃが各々取り付
けられている状態を示している。器具本体２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃは、上述した器
具本体２００と同一である。
　器具本体２００Ａと器具本体２００Ｂとは、器具蓋部２２０Ａと器具蓋部２２０Ｂとが
当接するように配設されている。また、器具本体２００Ａと器具本体２００Ｃとは、器具
蓋部２２０Ａと器具蓋部２２０Ｃとが当接するように配設されている。各器具蓋部２２０
Ａ，２２０Ｂ，２２０Ｃは、それぞれの連結孔２２１ａが取り外された状態であり、互い
に電線５０が挿通可能な状態である。
【００３２】
　以下の説明において、器具本体２００が有する構成部に添え字Ａ，Ｂ，Ｃを付した場合
は、器具本体２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃの有する構成部を意味するものとする。
　器具本体２００Ａは、連結孔２２１ａＡ，２２１ａＢを介して器具本体２００Ｂから引
き込まれた電線５０である電源ケーブル５０１が、器具本体２００Ａの端子台２５０Ａの
入力部２５１ａＡに接続されている。また、端子台２５０Ａの出力部２５１ｂＡに接続さ
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れた電線５０である電源ケーブル５０２は連結孔２２１ａＡ，２２１ａＣを介して器具本
体２００Ａから器具本体２００Ｃに送り配線される。このとき、図８に示すように、電源
ケーブル５０１，５０２はケーブル保持空間９００に挿入される。電源ケーブル５０１，
５０２は、電線保持部２４４によってケーブル保持空間９００の内側に保持されることで
、開口部２１３の側へ垂れ下ることが抑制される。このように、本実施の形態に係る照明
器具１によれば、光源ユニット１００を器具本体２００に取り付ける際に、光源ユニット
１００と器具本体２００の間に電源ケーブル５０１，５０２が挟まれることを防ぐことが
できる。
【００３３】
＊＊＊他の構成＊＊＊
　図１０は、本実施の形態における台部２４０の変形例である台部２７０を示す図である
。
　照明器具１において、台部２４０に替えて図１０に示す台部２７０を用いてもよい。こ
の台部２７０は、板部２７３が側部２７２より長く形成されている。電線保持部２７４は
、板部２７３において側部２７２より長く形成された部分に設けられる。よって、電線保
持部２７４が弾性変形しやすくなり、より電線５０をケーブル保持空間９００に押し込み
易くなる。
【００３４】
　図１１は、本実施の形態における台部２４０の変形例である台部２４０ｘを示す図であ
る。
　照明器具１において、台部２４０に替えて図１１に示す台部２４０ｘを用いてもよい。
この台部２４０ｘは、板部２４３ｘの側辺部のうち両端部２４３１ｘと直交する側辺部２
４３２ｘに、板部２４３ｘと側部２４２ｘにより囲まれた空間を塞ぐように形成されたカ
バー部２９９が形成されている。
　このカバー部２９９により、電線５０を配線する際に、電線５０がケーブル保持空間９
００以外の空間に配置されることを抑制することができる。また、板部２４３ｘと側部２
４２ｘにより囲まれた空間およびその周辺にネジなどの突出物が配置されていた際には、
この突出物と電線５０との干渉を防ぎ、電線５０の損傷を防止することができる。
【００３５】
　なお、器具本体２００はトラフ型の照明器具に関して説明を行ったが、逆富士形状をし
た器具本体でもよく、天井に埋め込まれる埋込型形状をした照明器具でもよい。
【００３６】
＊＊＊本実施の形態の効果の説明＊＊＊
　本実施の形態に係る照明器具によれば、器具本体の凹部に電線保持部を有した台部を備
えていることで、凹部の内側に配線された電源ケーブルの垂れ下りを抑制することができ
る。よって、器具本体に光源ユニットの取り付けをおこなったときに、電源ケーブルが光
源ユニットと器具本体との間にはさまれるのを防ぐことができる。
【００３７】
　本実施の形態に係る照明器具の器具本体は、被取付部に取付具により固定される底面部
である第一の底面と、第一の底面と光源ユニットとの間に位置し電源ケーブルを保持する
電線保持部である第二の底面とを有している。このような構成により、電源ケーブルを保
持するケーブル保持空間を確保するとともに、電源ケーブルの垂れ下がりを抑制し電源ケ
ーブルが挟まれるのを防ぐことができる。
　また、電線保持部である第二の底面は、器具本体の長手方向において、断続的に設けら
れているので、ケーブル保持空間に電源ケーブルを挿入し易い。
　また、電線保持部である第二の底面は、弾性機能を有すると共に傾斜しているので、ケ
ーブル保持空間に電源ケーブルを挿入し易く、かつ、ケーブル保持空間から電源ケーブル
が外れ難い。
【００３８】
　また、本実施の形態に係る照明器具によれば、電源ケーブルは開口部の側から電線保持
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部に押し込みケーブル保持空間に挿入することができ、長手方向に挿し通すより容易に取
り付けることができる。また、電線保持部は斜めに形成されていることで、電源ケーブル
の挿入をガイドし、挿入し易い。また、電線保持部は弾性を有していることで電源ケーブ
ルを挿入し易く、挿入後は外れ難い。
【００３９】
　また、本実施の形態に係る照明器具によれば、台部は電線ケーブルに押されて底面部か
らはずれてしまうことを防ぐように、対になる側部の２ヶ所で底面部に固定されている。
よって、台部ははずれることなく電源ケーブルを保持することができる。
【００４０】
　また、本実施の形態に係る照明器具によれば、台部に電線保持部が一体に形成されてい
る。よって、部品点数を抑えることができる。
【００４１】
　なお、本実施の形態では、隣接する照明器具同士を電気的に接続させる線を電線あるい
は電源ケーブルとして説明したが、ケーブル保持空間に配置される電線は、外部に設けら
れた商用電源から引き込まれる電源でもよく、それ以外の電線であってもよい。
【００４２】
　実施の形態２．
　本実施の形態では、主に、実施の形態１と異なる点について説明する。
　本実施の形態では、実施の形態１で説明した台部２４０と異なる台部２６０について説
明する。なお、実施の形態１と同様の構成部については同一の符号を付し、その説明を省
略する場合がある。
【００４３】
　図１２は、本実施の形態における台部２６０の斜視図である。
　図１３は、本実施の形態における器具本体２００の断面図である。
　本実施の形態では、台部２６０は、底面部２１１と一対の側部２６２と板部２６３とに
より囲まれた空間であるケーブル保持空間９０１に凹部２１０の内部に配線された電線５
０を保持する。
【００４４】
　台部２６０は、図１２及び図１３に示すように、器具本体２００の底面部２１１にネジ
などにより固定される一対の台部脚部２６１を備える。また、台部２６０は、対になる台
部脚部２６１のそれぞれ外側端部より開口部２１３の側へ形成された側部２６２と、対に
なる側部２６２の端部を連結させるものであり底面部２１１と略平行に形成された板部２
６３とを有している。対になる側部２６２の間の距離は、凹部２１０において対になる側
面部２１２の距離と同等の距離となるように形成されている。
【００４５】
　また、板部２６３は、バネ部２３０のバネ固定部２３２が挿し込まれるスリット部２６
３ａと、バネ固定部２３２がスリット部２６３ａに挿し込まれた後にネジなどにより固定
するためのバネ固定孔２６３ｂとが形成されている。
　この板部２６３における側部２６２が形成された一対の側辺２６２ａと異なる一対の側
辺２６２ｂに、ケーブルガイド部２６３ｃが形成される。ケーブルガイド部２６３ｃは、
電線５０が挿通された際に、電線５０が板部２６３の一対の側辺２６２ｂの端面と干渉し
損傷するのを防止すると共に、電線５０の誘導機構となる。ケーブルガイド部２６３ｃは
、板部２６３の一対の側辺２６２ｂの各々において、板部２６３の端部を被取付部５００
の側に湾曲させた曲面部を形成すると共に、被取付部５００あるいは底面部２１１の側に
傾斜させて形成される。
【００４６】
　台部２６０は、凹部２１０に配設された状態において、底面部２１１と、一対の側部２
６２と、板部２６３とに囲まれたケーブル保持空間９０１を形成する。
　板部２６３は、短手方向において底面部２１１と略同等の長さに形成されており、ケー
ブル保持空間９０１は短手方向に大きく、広く形成することができる。また、電線５０を



(11) JP 6726971 B2 2020.7.22

10

20

30

40

引掛けるものでなく挿通させる形状であるため、引掛ける形状に比べ、より強固に電線５
０を保持することができる。
　また、板部２６３は、実施の形態１と同様に、器具本体２００の凹部２１０の長手方向
において少なくとも３ヶ所に部分的設けられている。よって、電線５０を挿通する長さは
短く挿通作業を容易にすることができる。
【００４７】
　なお、実施の形態１で示した台部２４０と、実施の形態２で示した台部２６０の両方を
１つの器具本体２００に配設してもよい。例えば、長手方向のおける端部側に台部２６０
を配設し、略中央に台部２４０を配設するようなものでもよい。
【００４８】
　なお、実施の形態１で示した台部２４０と、実施の形態２で示した台部２６０それぞれ
に、スリット部およびバネ固定孔が形成されているが、器具本体２００に配設される台部
のうちバネ部２３０が配設されない台部２４０、２６０はスリット部およびバネ固定孔が
形成されていないものを用いてもよい。
【００４９】
　以上、本発明の実施の形態１，２について説明したが、これらの実施の形態のうち、２
つ以上を組み合わせて実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、１つ
を部分的に実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、２つ以上を部分
的に組み合わせて実施しても構わない。その他、これらの実施の形態を、全体としてある
いは部分的に、どのように組み合わせて実施しても構わない。
　なお、上記の実施の形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物及び
用途の範囲を制限することを意図するものではなく、必要に応じて種々の変更が可能であ
る。
【符号の説明】
【００５０】
　１　照明器具、１００　光源ユニット、１１０　発光体、１１１　ＬＥＤ、１１２　基
板、１２０　フレーム部、１２１　フレーム正面部、１２２　フレーム側面部、１３０　
カバー、１３１　カバー爪部、１３２　反射部、１３３　水平部、１３４　拡散部、１４
０　光源蓋、１５０　連結金具、１５１　連結金具固定部、１５２　連結部、１５３　係
合開口部、１６０　点灯装置、１６１　電源本体部、１６２　電源接続部、１６２ａ　電
源電線、１６２ｂ　電源コネクタ、２００，２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃ　器具本体、
２１０　凹部、２１１　底面部、２１１ａＡ，２１１ａＢ　固定孔、２１１ｂ　電源孔、
２１２　側面部、２１３　開口部、２２０，２２０Ａ，２２０Ｂ，２２０Ｃ　器具蓋部、
２２１　器具蓋本体部、２２１ａ，２２１ａＡ　連結孔、２２２　光源受部、２３０　バ
ネ部、２３１　バネ円弧部、２３２　バネ固定部、２４０，２４０ｘ，２６０，２７０　
台部、２４０ａ　第１の台部、２４０ｂ　第３の台部、２４０ｃ　第２の台部、２４１，
２６１，２７１　台部脚部、２４２，２４２ｘ，２６２，２７２　側部、２４３，２４３
ｘ，２６３，２７３　板部、２４３１，２４３１ｘ　両端部、２４３２ｘ　側辺部、２４
３ａ，２６３ａ，２７３ａ　スリット部、２４３ｂ，２６３ｂ，２７３ｂ　バネ固定孔、
２４４，２６４，２７４　電線保持部、２５０，２５０Ａ　端子台、２５１　端子台本体
部、２５１ａ，２５１ａＡ　入力部、２５１ｂ，２５１ｂＡ　出力部、２５２　端子台接
続部、２５２ａ　端子台電線、２５２ｂ　端子台コネクタ、２６３ｃ　ケーブルガイド部
、２６２ａ，２６２ｂ　一対の側辺、２９９　カバー部、５０　電線、５０１，５０２　
電源ケーブル、５００　被取付部、９００，９０１　ケーブル保持空間。
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